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近恨後期肥前小川島捕鯨業の一断面

—草場楓川の見たる一一｀

秀 村 選

1 はしがき

近世において捕鯨業は各地において行われ，

当時の産業としては大規模な経営形態をなし

ていた。鯨加工マニュファクチュアは西欧の

「マニュファクチュア時代」の相当の作業場に

も比すべきもの1) と云われるほどである。こと

に紀州捕鯨，土佐捕鯨と並んで西海捕鯨ー一東：

中国海北部から玄海に及ぶ海域の五島・平戸島

•生月島・壱岐・対馬・小川島・筑前大島等に

おける一ーは当時最も盛んな地域の一つであっ

た。しかも西海捕鯨業の中で最も大規模な鯨組

は，五島有川浦の江口甚五左衛門組，平戸生月

島の益富又左衛門組，小川島の中尾甚六組とい

われていた。このうち江口組と益富組について

はそれぞれ古文書も残存しており，その他多く

の鯨組についても文書は屡々残存している。し

かし近世小川島の中尾組については，ほとんど

見るべき文書史料がないように思われる匹『肥

前国産物図考3)』や『小川島捕鯨絵巻°』等によ

って或程度大要を知り得ても，絵画なり，記述

なりに編書としての限界があり，年月日を確定

し得る文書群が織りなす事実への接近は望むべ
ぢかた

くもない。今後は各地の鯨組史料や地方史料に

僅かに散見する小川組関係の史料を丹念に集め

1) 土屋喬雄編著『日本資本主義史論集』 184頁。

なお秀村「徳川期九州における捕鯨業の労働関係」
(『経済学研究』第18巻3,4号），秀村・藤本隆士「西
海捕鯨業」（『江戸時代図誌』西海道1所収）， 三
好嘉子「鯨今昔」（『西日本文化』 142号）を参照。

2) 瀧本誠一他編『日本産業資料大系』第4巻所収

てゆくほかないであろう。たとえば生月島益富

家文書叫或は肥前名護屋組大庄屋文書6)など，

その良い事例であり， 文書のほかにも， たと

えば肥前多久の梶峯神社拝殿に掲げられた絵馬

は”明示はないが，おそらく小川島捕鯨との関

係が考えられねばなるまい。

ところで肥前厳木の大庄屋にして，文人学者

であった秀島鼓渓が文政10年 (1827)小川島に

渡り捕鯨の状況を見聞した時の記述「北漠観漁

行」 （『鼓渓剖記』中に所収）についてはすで

に紹介されているが8)， 筆者は数年前より肥前

多久郷の著名な儒学者であり，漠詩人であった

草場侃川（颯川，詭ば牌，通称磋助9)） の後裔

草場典夫家に所蔵される文書を調査し，整理採

録するうちに，草場侃川が当時の小川島捕鯨業

を見学した記録を見出した。史料が殆んどない

と云ってよい小川島捕鯨業にとって貴重な記録

と思われる。小稿では此の記録を通して一時点

での小川島捕鯨の一断面を考察してみたい。

「漁業及水産」 114頁に若干ふれられている。但

し，何の史料に基づいたか明らかでない。
3) 佐賀県立博物館所蔵。
4) 文部省国文学研究資料館史料館所蔵。

5) 長崎県生月町益富芳子氏所蔵。
6) 九州大学九州文化史研究施設所蔵（旧名護屋村

松尾悠氏旧蔵）。
7) 「文久三癸亥十月吉辰，石工中，鍛冶中，金具
工中，柚中，大工中」とあり。小川島又は名護屋

の鯨組（規模は小川島が断然大きい）にかかわる
職人たちから奉納されたと思われる。
8) 佐賀県立博物舘編『玄界のくじら捕り一西海捕
鯨の歴史と民俗』 7, 8頁参照。

9) 旧多久邑史談会編『旧多久邑人物小志』 47~51
頁，三好嘉子校註『草場颯川日記』上・下巻の解

説および「颯川日記年表」（下巻所収）参照。

- 41 -



経済学研究

11. 肥前呼子・壱岐勝本での見聞

草場侃川は文化6年 (1809)藩主鍋島斉直の

参勤交替に思従した邑主多久茂都に従って江戸

に登り，古賀精里の門に入った。ついで昌平校

に入学したが，翌7年対馬において幕吏が朝鮮

通信使と会見するに際して古賀精里が一行に加

えられるや，願って精里に随従することとなり

10)，文化8年閏 2月28日江戸を発ち， 唐津・

呼子を経て対馬に渡った11)。時に侃川年25オ。

このとき呼子において風待の間に唐津藩主より

羽差に捕鯨の技をなさしめたのを見学する機会

があった。この日のことは『附願日記 西』に

左の如く録している。
（四月） 笹限
十九日……候人千日，風未便，島吏使舟人為

軽飼 ―― 
捕鯨之状． 船六隻， 各載廿余人， 操競進如

~‘ 持刀索没水以 -^ 心快
箭．折旋自在，擦矛及縛魚等気勢足以悦人

目．衆皆因忘阻滞之間懐……12)
―ー

（～—-はその上の文字の抹消を示す）

このことは後年（文政3年，小川島捕鯨を見学した

際）当時を回想して

余ハ嘗テ対馬二赴ク日，呼子浦ニテソノ業
•-—`—2~ • → - --．---．・ → -.~ • •. --̀ 

カザ

ノミヲ観タリ．コレハ林祭酒・遠山監ナド滞
マチ 唐津

泊ノ間二皇巴侯ヨリノ奔走ナリ．鍔ヲイレテ
アギト

後，大剣ヲ把テ海二没シ，鯨ノ頷下ヲ穿テ縄

ヲカクルノ仕形マテ， コヽヲハレトテ勇マシ

ク働キタリ．恰モ十年以前ノ 7ナリ 13)

と述べ，また同様に

0前年対馬渡船ノ時，呼子浦ニテ唐津侯ヨリ

諸官吏ノ旅呪ヲ慰メラルヽトテ捕鯨ノ業ヲナ

サシメラル．ソノ牟利ヲ携ツヲ見ルニ七，八

10) 「附駿日録」東（三好嘉子校註 『草場颯川日
記』上巻） 33頁。
11) 「附蹟日記」西（西尾市立図書館岩瀬文庫）。
12) 三好校註本は脱落があるので原本によった。
13), 14) 「松浦古跡付捕鯨記事」，註17)参照。

第 46巻第 1• 2号

間ホド斜二上リテ倒サマニ下）レ． ソノ勢甚尖

シ．柄ノ端二長キ索アリ．タクリテ幾度モ擦
引

チヌ．又モロハ剣ヲモチ，縄ヲ四き退fテ魚ノ
頷下，腹底ナトヲクグルノハタラキヲナセ

リ14)..,

と録しているのである。

その後数日経って 4月23日順風を得て一行

は壱岐に渡り勝本浦に入った。勝本浦について

は「人家五百，見二三富豪，東湾有屠鯨場……
別亭某

宿土肥某攀捕鯨之長也」15) とある。ここでは島

の者から捕鯨について聞取り，これを左の如く

記録している。
唖月）

廿ハ日 聞島人捕鯨之説，信漁人之壮図也．
存

雖百聞不如一見．姑録其名数，以為他日之地

捕鯨如左
生月・芭島・小河諸島皆在鳥中組頭為士

捕鯨総長日組頭，平戸・唐津諸島肥氏，管
置

別当七人与之対立，検校其事日向役十五

人，沖番八人，兼勾当屠解事．釜後八人，

在煎鯨膏処掌防火． 魚棚四人， 髭掛十二

人，鯨口中有称髭者，根茎如木板．巾長尋

丈， 質如牛角． 末端分為毛． ーロ数十百

枚， 分局収之， 掛言管其事也． 尾形如刷

毛，日尾刷毛，尾刷毛手伝四人，手伝非本

職之名也．焚肉取膏其不消融者日粕，々掛

八人．屠手日疱丁，十二人．棒掛三十人以

防姦也．盗肉者名姦陀羅．勘定者五人，掌

銭糧出納及売買会計也．収蔵器械日道具納

屋五人．籠工日樽屋，一樽儲鯨油五斗，一

魚之膏油几八十樽．鍛工四人，絢工四人，

魚坊六人，忘門其所掌．炊飯四人，使令日

小取，八人，筋納屋八人．賃傭四十人，鯨

筋甚靱， 可以為棉弓之弦． 捕魚壮丁日羽

指， 几百人， 就裡十二人称役者， 宿老八

人， 乗責子船者十二人， 乗物双船者三十

15) 「附願日記」西，文政3年4月23日条。
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近世後期肥前小川島捕鯨業の一断面

双海

人，乗網船者三十人，水手一千三百人．船

四十四隻，船大可容米百石，双海網名也．

一隻載網十八張，一張縦横十八尋．責子船

四十一隻，責子言敲魚者，一隻十三人，物

双船十六隻，物双浮梓植也，日挽鯨達岸之用

也．蓋鯨已蒙網受矛而死則沈没，故有此備

云．鯨者四種．一日勢美，肉味最美．二日

座頭，背有鼠三日長須，尤長者至三十三

尋． 四日小鯨， 形以勢美而緒異， 其目可

瞑，無鱗甲，肉如獣．一魚之価率至一萬両

闘塁閂称之魚王亦宜突16)

壱岐勝本浦の土肥組の組織，人数をよく窺える
塁）

と思う。たた旦子船四十一隻に対して双海船四

十四隻，物双船十六隻は勢子船と双海船との均

衡がとれないように思われる。聞取の誤りでは

ないであろうか。船や鯨の種類各人の役目人

数，用具の説明，鯨の部分とその用途等につい

ては，ょく記録しており，姦陀羅（かんだら）

＝魚盗みまで書き留めている。これを見ると侃

川が後年捕鯨を見学するに際して，すでに相当

の予備知識はもっていたわけである。

m 小川島の捕鯨

(1) 呼子より小川島へ

文政3年 (1820)正月，楓川は小川島に渡り

捕鯨を見学した。その時の事情は， 彼の著作

『松浦古跡付捕鯨記事』17) に詳しく録されてい

る。 1月16日より 22日に至るもので，文雅の

士とともに松浦地方の古跡を廻り，知友に遇い

書画を楽しむ文人風流の旅であったが，捕鯨を

16) 同前， 4月26日条。

17) 向日市草場典夫氏所蔵。この書は草稿で随所に
推敲のあとが見られ，文章のつながり，抹消の存
否等判断に苦しむ点がある。引用に当っては文意
を損わないことに重点を置いた。なお浄書本は未

発見である。

見学することがその旅の最大の目的であったこ

とは同書の最初に「観鯨雑録」18)と録され，「島

人ノ鯨ヲ捕ヘルハ梅花ノ盛リヲ時トスト聞ママ

二滸ヒ観ハヤト相語ラヒ、ンハ我師深簡口及西岳

翁，山村元禄及草颯川四人…」と書きはじめて

いるのでも窺うことができる。深簡口は次の日

記の記事とも相侯って深江簡斉19)であることが

分り，西岳翁は西鼓岳20)である。此の旅の全行

程は侃川の文政3年の日記21) によって簡潔に

知ることが出来るので引用すれば次の通りであ

る。

十六日 早発，赴松浦．与岳翁及簡斉子，山

元禄同行．午時，頓馬場駅進藤翁学

鷹，翁有引誘之約，率余等，到漢津

宿刀街石崎次助家．遇奥岩城医人山

県登苺

十七日 次助男兵左，又送余等到呼子浦而宿．

遇山田直右・芝田周民等

十八日 暁発，航小川島．適得観捕鯨主中尾

守礼，遇庄島某等

十九日 守礼亦送余等航名古屋，途詣田島祠，

廿日

廿一日

観望夫石，訪祠官平野内蔵允，観其

所蔵糟粕書帖．遇雨，遂宿呼子浦

舎主需書画，食後航名古屋，巡塁，

訪古宿里正麻生氏
マノハマ ‘l

辞古屋浦，経野本，馬部等村，頓漢

津城南桜井氏，夜行抵馬場．値雨

廿二日 為石崎及駅人相知某等書画，薄暮促

帰，厳木借燭，二更到家22)

（黒抹）

18) もと「口鯨裸談」とあり。また「文舟松浦ノ
夢」ともある。
19) 旧多久邑史談会編『旧多久邑人物小志』35頁参
照。
20) 同上， 42,.._,44頁参照。

21) 草場典夫家所蔵。「文政三辰•四己」とあるの
みで表題は無いが，内容は日記である。
22) 三好嘉子校註『草場颯川日記』上巻213頁。
23) 『相知町史』上巻所収年表参照。
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右に見ゆる進藤翁は進藤（伝治）確斉23)

研 究 第 46巻 第 1• 2号

であ 十八日

るが， 「斯テ相知ノ里ナル塁塁進藤翁ノ学鷹二

到リシハ猫ノ瞳モ未ダ針ナラズ．
テビキ

ノタビ‘引誘ノ約アリ」24) と見える如く，進藤確

ソモソモ翁コ

斉の勧誘があって此の旅になったものであっ

た。進藤確斉について，個川は

藤翁ノ学術ハ三宅先生ノ流レヲ汲メリ．淳厚

誠実ノ風アッテ教誘ノ益深シ．几ソ唐津封内

ノ大小庄官等ノ子弟来テ学ザルハナク， ミナ

孝悌ノ義卜，上ヲ敬ヒ下ヲ伽ムノ道ヲ知）レ

と評している。 ところで侃川等は 17日進藤確

斉の門人，呼子の茶屋番山田疸右衛門を頼り呼

子に泊った。この時のことを次の如く録してい

る。

呼子ハ璽鸞．殿ノ浦卜三ツ対ヒノ浦ニテ舟繋

リ．イカホドモ宜キ浦ナリ．三所ニテ千戸所

ト称スレトモ左ハ見ヘズ．西二浦奉行ノヤ會芦
チャャ

アリ．又別館並二番所アリ．浦奉行在番，東
社

ニハ中尾甚六ナル豪家アリ．即チ小川島鯨組

ノ長ナリ．
チャャバン

0山田直右ヱ門ナル人時二館監ナリ．藤翁ノ

門人ナリ．ココニ酒食ノ饗アリ．
ケンブン ヤクシャ

死ノ人有テ検察ノ吏来ベキノ故二，東ノ方木

タマタマ変

屋卜云ヘル方へ宿リテ設テ余等二席ヲ移サシ

メ，其身モ送リ来テ暫ク語レリ
イテ

0此タミナミナ小川ヱ渡リタキ由ヲ言出ケ
（ハ脱）

レ，主人風波イカカアルベキト， ヤガテ舟人

等ヲ召テ謀）レニ， 逆風ナレハ夜ノ船覚束ナ

シ．朝タノナギヲ待玉ヘカシト云ケルユヘ，

此浦ニハヤドレリ

ハタダキ

〔夜モ明チカキ比〕鶏ノ脹膊二旅ノ夢

モ半ハ覚ケルニ，

コレ宵ノ舟人〔等力〕ノ来リ促スニ

ミナトク起〔出〕テ，木屋ノ水門ヨ
シッ

リ乗出ツルニ，月残リ風〔静〕括カナリ．加
ウッ

部島・高島・空鳥等ヲ経テ，ャガテ小川島二
ヒイデ

コノ時海面〔二出ル〕ノ浴景ヲ見ルニ，
ュ・ クシキ

実二金ヲ洵リ，錦ヲ潅フノ〔趣〕景色アッテ，
メココロ

心眼共二悦バシ，呼子ヨリハ未丑ノ針路二里
ホト

半強ナリ。
ヵヶ

縦ヲ繋ントスル時，山上二声アリ．納屋ノ人

フ磐アリ．

アリケル．

達ス．

浦人コレニ応シテー関ノ饗ヲナス．仰キ見レ
ムシロ

〔一標ノ〕席ノハタヲ揚タリ．昔シ
（大）

皇后ノ凱旋ノ時，武内ノ太臣旗手ヲソロヘテ

ハ，山二

ウラナル岸二舟漕ヨセテ呼

灘モ響クトノ玉ヒッJレ〔昔ヲ今二佐ミテ〕響

即チ玄
ノ灘海ノー名モ目ニミヱテ，
キヌ 1、ホシ

シ〕曝衣〔通〕山
唐津城
西ニアリ
ハトモハヤモ昨日

越シ〔卜思フ〕ハ夢カトゾ且怖ミテ問ケル

二，鯨来Jレノ消息卜云モノカラ， 〔同舟〕舟

人等ミナ杯ヲ打テ恵美須ミミト祝ヒヌ．

此島二渡ル滞客，鯨ノトレル折〔カラナレ

ハ〕ニアヘハ，島人等ヨロコビテ恵美須客ト
モテナ

〔二〕歎待シ，不猟ノ折ニハ〔左モ〕主客卜

モ無興ナル事トゾ

同舟ミナ悦ヒイサミ，

テ〕二追風ガフクノ神〔ナレヤ〕ナラデ，工
スサビ

ビス客トゾナッテサブラフナド吟，戯レッ

ヽ， イソキ山二攀上｝レ．

〔キノフ越二

ソモ

〔真〕アグル帆〔カケ

リ．山頭二石垣ヲ逃ラシ，

コレ西ノ岳ノ遠見ナ
ムネ ワラヤ

一棟ノ草茨アリ．

(2) 小川島

翌十八日早朝呼子から小川島に渡った。次の

東西ニニッノ標木アリ．鯨ノ向フ所ヲ観テ席

通りである。 [ J内は抹消と思われるが，
いないので[ Jに入れた。

消して

24) 以下ことわらない限り引用はすべて「松浦古跡

付捕鯨記事」による。

ヲ掲ヶ，左合ノ合図ヲナスモノナリ．

東ノ方小岳卜云ヘルニーケ所，

コノ外

ソレヨリ北ナ

ル水ノ浦ニーケ所遠見アリ．合図ヲナスハコ

ノ所ノミナリ．大抵島ノ四面ヨリ見ユ

この薬屋の遠見番所については，続けて左の如
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経

＜録している。
ヲヤヂ

済

，，ヽ

学 研 究

サテ番屋二老卜唱）レモノー人， 刃刺卜唱フル

モノ三， 四人，四方ノ窓ニョッテ目バナシモ

ナク海面ヲ守リ居｝レ． 鯨来ル時二旗手ヲア

ゲ，又采ヲ振テ遥二海中ノ船ヲ指揮ス．舟ニ
ヲヤジ ミトメ

モー人ノ老アッテ，コレヲ認テ進退ス．又柴

ヲ焚テ姻ヲ挙ル7モアリ．種々ノ約束アリ

次に小川島の情景を述べるが， その前に
ノス

是朝タマミミ風波収ッテ海面一碧平炭ガ如

シ．北二壱州， ソレヨリ東二連ッテ名島及ヒ
ヲロ ヱ

阿魯，烏帽子等ノ島アリ． 阿魯・名島ノ間二
ヲンゴウ

当ッテー螺ノ島影房麗タリ．沖ノ隠神，又岩

津トモ云，……

と述べ， さらに「上松浦濱海諸島図」を載せて

いる。東は神集島より西は馬渡島まで，北は小

川島・加唐島より南は呼子浦・名古屋浦等に及

ぶもので，各島浦の田畠高，人家数等を掲げて

いる。ことに加唐島について「田畠高六十三石

余，戸数六十余」とあり，島の東，大泊に「此

所ニテ鯨ヲ囲ム」と書かれているのは重要であ

ろう。さらに小川島については前頁に掲げるよ

うに「小川島図」に細かに調べて載せており，

小川島について，次の如く録すのである。
ヲンカウ （シテ）

此島モト沖ノ隠神二対／地ノ隠神卜称ス．後
（シテ）

二転r小川トナレリ．島ノ形，図ノ如シ．東

ナル大岳・小岳卜西ノ岳共二三ッノ高ニア

リ．北ハ自然卜卑キ地勢ナリ．東西十一町四
ナラシ メク‘J

十間，南北八丁廿間，平均一里余ノ週トス．

田畑高五十三石余，年貢百五俵ヲ出ス．人家

百二十ホト． 自然生ノ水仙多シ．又フウノ木
（トカ）

ノ云｝レ葉ノ原キ常盤木アリ． 畑ノ風防二栽

ュ．又幾重ニモ石垣ヲ廻ラシ，中二畑アリ．

(3) 小川島の鯨組

さらに小川島の捕鯨業について，

述べる。

その沿革を

第 46巻 第 1• 2号

（侯）

寺沢突ノ時，鯨グミ始リ，漁師乏クシテ紀州

熊野浦ヨリ雇ハル．熊野浦ハ捕鯨二堪能ノ者

アリ．来テソノ術ヲ教ヱタリ．ソノ後胤庄島

氏今呼子浦二在テ侯ヨリ召シ雇ハルヽノ手書

ヲ伝ヘタリ． 〔庄島〕今二至テ鯨撤ノ小頭等

ヲ命ゼラル．又大村松島グミノ祖助次郎ナル
（鉾）

者指南セリト云．初ハ小船八艘ニテ牟突ノミ

ナリ．其後船数ヲモ増シ，チロリト云小網ヲ

製シ出シ，遂二今ノ大網トナル． 0霜月比ヨ

リ翌年三， 四月マデ納屋卜舟トニ常二抱へ置

ク所几八百人，鯨ヲトルノ前後ニハ又三， 四

百人ヲ雇ヒ加フ．几銀五百銀目ホドノ仕コミ

入用ナリ．水野家ノ時ハ几銀六十貫目余ノ納
ヒキアゲ

銀ニテ中尾甚六首長タリ．今ノ侯ハ此ヲ管確

セラレテ， 〔中尾〕甚六エ三分ノーノ仕入ヲ

命シ， 萬ヅヲ総管セシメラル． 但シ奉行一
ヤグ

人，在番ソノ外小吏人交替， 立入アリ．前ノ

水野侯ノ家中ハ公務ノ外，城ヲ出テ宿スル事

ヲ許サレズ． 捕鯨ヲ観ザル人モアリ，

〔此二比スレハ〕然ラズ

また別の箇所には
シハイ

ムノ‘

＇ 

……此島ハ領主ノ管権ナレトモ三分ハ中尾甚

六二授ケラレテ漁事ノ総支配タリ．庄島・勝

木ナドコレニ属ス，皆呼子ノ人也

とあり，また

0捕鯨社ノ大略壱州二前目・勝本両処，及
（柏）

ヒ生月島皆平戸頷ナリ．五島二板部・カシ
（蠣の浦）

ハ，此両処ハ春組ナリ．大村ニカキノウラ・
寺沢侯主張セラ Vテ

松島等ナリ．根元ハ紀州熊野浦ヨリ伝来スル

由．侯ヨリ狐夫ヲ傭レシ書簡ヲ庄島ガ家二伝

ヘタリ 主人小川二在ケル故・其書ハ見ザリシナリ古ヘハ牟利ノワザ

ノミニテ戦ヒハゲシカリシカ，後人ノ工夫二

テ大網ヲ用ル事トナレリ

とあり， 一般に西海捕鯨業の各鯨組の技法は紀

州熊野およびこれを伝承した肥前大村領深沢儀
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近世後期肥前小川島捕鯨業の一断面

太夫•松島与五郎から伝えられたと聞くが，こ

こでは直接は紀州熊野であり，それも唐津藩主

寺沢志摩守が関わっている。文政3年の時点で

の聞取として重要である。唐津藩主が水野家の

時代は呼子中尾甚六家が鯨組を私的に経営した

が25)，藩主が小笠原家に交替の後，一時藩が中

尾家を総支配人として直接積極的に鯨組を経営

する．所謂「御手組」の時代があり，侃川が見

学した時はまさにその時期であった26)。

個川が聞いた小川組の規模は左の通りであっ

た。

舟備大概

此島ノ組都テ三結半卜称ス
ソウガイ コレ網舟ナリ，大

ー結八艘 内双海船三隻サ三百俵ツミホト
モウソウ ナリ

持双船二隻
セコ

勢子船四隻

舟数符合セス．不足
三組総テ舟数三十艘ノニ隻ハ昼食運送等

ノ舟加）レ与欠

〇セコ舟ノ図 〔抹消J

舷に丹漆黒ノ飾アリ
•—- ~ 

多クハ唐津ニテ造Jレ． シカモ

利捷ナル事，兵庫ノ製ニシカ

スト云ヘリ
ヲヤチ

刃刺三十二人内老爺卜称スル者二人ッヽ従フ

〇給銀ハ三百二十目以下
ワサ

ソノ技ハヨロツ等ヲ持テ魚ヲ

突トムル事ヲ司Jレ， ミナ豪壮

ハチマキ

ノ者ナリ， ミナ紺染ノ纏頭セ

リ

25) 小川島捕鯨の組主の沿革，古川庄六，中川氏，

中尾氏，益富氏，桑山又兵衛，草場治兵衛，中川

清左衛門については『日本産業資料大系』 4所収
「漁業及水産」 115~6頁参照。もっとも典拠史料

が明らかでない。その他諸説多いが省略する。

26) 唐津藩の御手組については同上書， 115~6頁。

文政元年小笠原家移封の翌年より引続き 2ケ年御
手組であったというから，文政3年は2年目にあ

たる。

なお刃刺（羽刺）については，別の箇所に
ダビ

コノ度羽刺等ノ自ラ話ヲ聞二，魚ノ未死マへ
→ - ＿ • - ＿ ―ー一―

ニソノ腹ヲ穿ツ事両処，コヽニ縄ヲ通シテ持

双二艘ヲ紡ヒ，ソレニハメタル横梁二括ッテ
ダブサ

挽来ル事ナリ．羽刺ノ束髪ハミナ大キナリ．
髭リ

コレハ魚ヲククリ浮ヒ出タル時，舟ヨリ手フ
~-

竺ヲ掴ミテ引上ルカタメトゾ．故二甚夕威勢

アリ

と見えている。なお右の一結についてであるが，

一般には双海船の二艘分に乗せた網を連結して

ー結と云い，幾結かで鯨組の規模が窺えるが，

ここでは「一結双海船三隻」となっている。双

海附の船も加えられているのかも知れない。な

お勢子船の図は描かれて抹消されている。均衡

がとれていないので抹消したのであろう。同様

に捕鯨の図も描かれながら素描にとどまり，上

に勢子船を重書するなど全く下絵である。

(4) 捕鯨の実況

個川は彼自身が小川島から望見した捕鯨の実

況を左の如く録している。

サテ島ノ東北二当ッテ沖漕ノ舟誓晶:冒鯨ノ
アトヲグ フキ

後ヲ超テ来｝レ．タビミミ潮ヲ噴アゲテ漸クニ
セコ

近ケリ．島ノメグリニ備ヘタル還船，最初山ノ

手ノー声ヲ合図二漕出シタルガ，ハヤ鯨二取
ヲヤヂ フI)

付テ次第二追来｝レ．老爺船ヨリ白磨ヲ揮テ諸

船ヲ左右シ，鯨路ノ変転二随ヒ魚鱗鶴翼トモ

云ベキ行伍ノ開閾アリテ， 一里ホド西ナル

加唐島ノ大泊二目当テ魚ヲ囲ント（胃門烏慶
コヽ
下ハ此二
内限レリ）ミナミナ舷ヲ打ッ．ソノ響キ移シ．

此時網ヲ積シ双海舟ハ遥力加唐ノ北二両隊分
（シテ）

レ備ヘタリシガ，指揮二応/，双ヨリ出アヒ

網ヲ繋キ合セテ互二開ク．如此網ヲ張｝レ7三

重，鯨舷ヲウツノ声ニヲソレ遁レントシテ此
カカ ヲヤヂ

二罹｝レ．コノ時遠見ノ老手ヲ拍テ魚ハ今網二

カカレリ．上首尾ナリト悦ベリ．ヨテソノ方
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ミ

ヲウチ看ヤルニ，波荒タチテ舟ノサマイト忙

シク，各ミ手ヲ砕キ毛利ヲ拗ツノ勢アリ．惜
ミトメ

ラクハ近ク諦視ガタシ

小川島の東北から沖漕ぎの船が鯨を追い，通

報を受けた勢子舟が一斉に島の周辺より漕ぎ出

して鯨を追尾して加唐島の大泊目あてに追いこ

むと，加唐島の北に待機していた両隊の双海舟

が両方より出あって網を繋いで，さらに開き網

を三重に張り，鯨は勢子舟に追われて，網にか

かったことを録している。ただ遠いため鉤を打

つ情景を見ること出来ず，先年侃川が対馬に赴

く際，呼子浦で風待の間に，模擬的にではある

が鍔を入れて後，羽差が大剣をもって鯨に泳ぎ

つき鯨の頷下を穿って縄をかける仕形を見学し

た時のことを，彼は思い浮べていたのであっ

た。ところがやがて網にかかった二頭のうち一

頭の鯨が網を破って逃れ， しかも別に鯨を発見

したと合図される。その間の情景を次の如く録

している。

暫アッテー頭ノ鯨シハミミ潮ヲ吹キ，島ノ汀
ゲ

二向ヒ来）レ．実二杜工部ノ鯨魚跛浪愴漠開ト

詠セシヲモ思ヒャラルヽ光景アリ．コレ網ヲ

破リ鉾ヲ負フテ遁ルモノニテ，其勢ヒ猛烈ナ
（ママ） ャブ

リ．飩リテ体ノ半バヲ顕スニ，皮傷レ血流レ
ヒl‘

テー道ノ潮ミナ紅ナリ．カクソレタル時ハー
ヲヨキ

泳二数十程ヲ過ルガ故二，舟ノ追ヒ及ベキニ
（逃）．

非ズ． ミナ惜キモノ哉卜云テ追シタリ．モト

囲ミタルハ魚ーツニテ，一頭ハスデニ捕ハレ

タリ

コノ時又モ沖ノ舟ヨリ旗手ヲアゲテ，魚ニア

ヘル1ヲ合図セリ．遥カニ四，五里ヲ阻ッベ

シト見ヱタリ．コノ頃久シク海荒レテ猟事絶
ヶ・サ

タリシニ，今朝コソ魚ノ時節カナト漁社モ悦

ヒ，マタ山上二攀集リシ多クノ人モカカル楽

シキ1ハ稀ナリト悦ヒアヘリ．云ヲ聞クニ濠

第 46巻第 1• 2号

撲間ノ想ヲナストヤラニテ，日ノタケヌルヲ

覚サリキ

やがて中尾五郎兵衛の迎いを受けてその家に至

り朝食を摂った。五郎兵衛は中尾甚六の同族で

小川島の鯨組の現場をまかせられていたのであ

ろう。侃川は中尾家や小川島について，おそら

く五郎兵衛から聞いたと思わることを次の通り

書き録している。

〇愛二進藤翁ノ旧知中尾五郎兵衛ナル人来

テ，後ノ魚ヲ駆囲ム7ハ程久シ，マツ我家二休

息アルベシトノ迎ヘニ随ヒ，ソノ家二過リ，
アサゲ

朝訃ナド給タリ
（餡）

主人中尾氏ノ祖，元和ノ乱二其従ヲ率テ此

島二来住ス．今二至テ島人多ハソノ臣僕ナ

リ．畠地モ過半ソノ所入ナリト云．ソノ家

西岳ノ下，浜辺ニアリ．家ノ東二牛神ノ祠

アリ・・・・・・

ここに録された中尾家の出自に関する伝承の正

否は，史料不足のため容易に断定しがたいが，

鯨組主中尾家とその配下の者の間の「臣従」関

係＝親方・子方関係の基盤には，元和以来の主

従関係という伝承があったことは注意すべきで

あろう。

朝食の後，偏川は納屋を見学したが，これに

ついては後述する。納屋見学後ー一
ウシ

納屋ヲ見終リテ小岳二上リヌ． 魚ヲ島ノ東
トラスミ

北隅二駆ヨセタリ．暫アッテ西加唐ノ方ヲ指

ス．時二風逆ヒ波起テ舟ミ逐テ及バス．遂二

隊伍ヲ散ス

とあり，後に発見した鯨の方は逃がしてしまっ

たと述べている。

翌19日についても次の記述がある。
シラセ

十九日 早旦二鯨来Jレノー響アリ．シカモ打

囲ム7ハ間アルヘシト守礼ノ父五郎左衛門ナ

卜ヽ対話ス．時二庄島鯨肉ヲ恵マル．因テイ
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ぷ誓籍画ナトヲモ；雷又リ．食時二及テ岳

ノ下ニテ鯨ヲ網セシ由ヲ告）レアリ．

二上｝レ．

ロニアル

ヲ吐ヌバカリニ急キツレテ納屋ノ東ナル大岳
シッヵ

ココニー棟ノ魚見アリ．是日ハ風括

ナリ．舟数多漕出テ箕ノ手二開キ，山岸二攻
ツト

囲ムノ勢ヒナリ．人々多ク立集ヒテ，
ウカカ ムキカダ

シク候ヒ視レトモ，鯨路ノ向背ヲ弁セズ．舟
ア‘)サマ

人モヤヽ佗タル光景ナリ．魚ハ網下ヲ潜リ逃

ヤヽ久

タルニャ舟モ囲ミヲ解ヌ．モシコヽニテ捕得
マノアダリ ッキキリ

ナバ眼下ニソノ撃刺進退ノ様ヲモ見ヘキモノ

ヲトイト遺憾ナリ，

この日の鯨も逃がしたようで，前日の捕鯨も遠

方からの望見であり， その意味では司馬江漢が

舟に乗って捕鯨現場を見学したのに比ぶれば迫

力を欠いでいる。 しかし， いずれも貴重な体験

の記録であり，むしろ絵巻物等に見られない細

部の事情を知ることができるのである。

(5) 鯨の解体

さきに仕留めた鯨は納屋のある浜辺に運漕さ

れて，解体される。侃川の記述はこれを目撃し

ただけに迫真のものである。
セコ

時ニー隻ノ遍舟櫓声ヲアゲ納屋ヲ指テ盪来
ヘ

ル．舟ノ岸二近ツクトキー人ノ羽刺櫨先二立
ミブヽ J一ー ヌキハダ ヨロツ フリマワ

テ気勢ヲナシ，祖楊シテ牟利ヲ執リ輪起ス．
`~~’•--

納屋ヨリハ大鼓ヲ打テ是ヲ迎へ，又鉦ヲナラ
下

シテ事了Jレ． コレ第ーニ鉾ヲ畦シタル者自ラ
カチイワヰ モヤウ

納屋二告Jレ凱旋ノ光景ナリ
（ママ）

〇追々二持艘船，

時，包丁ノ輩背二上）レ．皮ヲ剥キ肉ヲ割クニ

ミナ転柱ノカヲ用ユ．

方，十字木几丈八尺ナルヲ十数人ニテ推旋Jレ

二，各拍子大鼓ヲ打モノアリ

0魚ノ長サ十五尋，色鼠色ニテ，
イゾスリ

腹ハ白シ．

脱出セ

柱ノ大サ尺二， 三寸

ヤヽ黒シ．

セビ・ザトゥ・ナガス・小鯨ノ四

種アリ．見タルハ長須ナリ．去年生レノ小サ

キモノナリ．ナガスノ大ナルハ三十余尋ニモ
セヒレ

及フ 〔後二図説アリ〕頭ヲカバチ， 璽ヲイ
ヒレ竪羽 尾箱

ボ，鰭ヲタッパ，尾ヲヲバケナトヨベリ．腸

ヲ百尋卜云．其長サ名ホトアルヘク見ユ．

レニ種々ノ名アリ．

コ

スベテ鯨二九十九種ノ•

味百六十三ノ骨数アリトゾ
キタ カバチ アバラ ヲバケ

0魚マヅ三段トナス，頭ーツ，腹ーツ．尾一

ッ
ステウ

〇解剖ノ処数項力間，紅ヒノ波タテリ．名ノ
東

ミキケル西ノ紅海モ斯ヤラント想ヒヌ，初メ
ホケダシ ャヶ

数多ノ鉾ヲ入レ，又矢庭二洩気トテ肉ノ熱傷

ザルタメニ背スヂニ大ナル穴ヲ三，四ケ所穿
オキ

〇コレハ洋ニテノ事ナリ此時血潮ハ過半
ルスラ如此ナリ チシホ

〔リ・前後イカホトノ血骨アルヘキ，

テリ

左アルスラ〕サテ魚ナカラ恰獣肉ノ如ク味モ

亦然リ．皮ノ厚几尺五，六寸．売分ッ皮ハ黒

シ．ギハヲソギタルナリ．余｝レ白ミヲ煎シテ

油トス．凡肉三， 四斤ニテ油一升トナル．大

ナルハー魚ニテ四斗，八十樽ホドアリ
皮肉 ヤギカネ

〇ソノ肉ヲ運フモノ荷ヒ棒二鈎ヲスゲコミタ
- ＿ → 

キ＼）ミ

ルニ，直二五六尺方ノ切肉彎ヲカケテニ人二
--
バラ

テ担フ．又赤肉ノ小切レハ竹籠ニテ運ブ．
コドモ

ノ路スガラ児輩集リ族ッテ，手々二小刀包丁
ソギ

ナトヲ持テ裁取｝レ． コレヲ名ヅケテカンダラ
仏国 キリテ

ト云フ．天笠ニテ屠児ヲ栴陀羅卜云，相似タル
―-—→一ー→

辞ナリ．又童子ノミナラス，

挽舟等数多舷ヲ叩ヒテ来
トキテ ハウテウ

ル．時二家々ヨリ解剖手ハ割刀ヲ腰ニシ，其 ソ

他ノ部類ミナミミ納屋ノ前二来群）レ

杖ヲ以テ指揮ス
スチ

マッニ條ノ綱ヲ以テ魚ヲ引ク．

〇北ノ筑地二官舎アリ．浦奉行一人出座，ニ
ア、） 槍 ダテ

ノ間二歩行目付一人出座，側ラニ儀伏ヲモ設
--`-‘--•- ``” 

＾ンギ

タリ．其他袴，短後ナトニテ立出ル輩アリ．
カクラサン

〇築地二糠轄狂六基アリ．
← → --

魚波際二到Jレ

カンタラヲナシ

テ更雙之‘ノノヒタ肌二入）レヽ事至テ手早キワ

ザナリ．島人家ミニ三，五斤ッヽ倫ミ得サル
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コVヲ 三人ボウ

ハナシ 0制スル下司 アリ，楊ヲ持テ往来ス．

タマミミ見咎メテモ取ヲヽセタルハ打擦ノ襄
勢ヲナッ ツマテナリ
似ハカリニテヤム．追ハナシニテヤム

0又大ノ烏トテ白ク黄ナル鳥群来テ肉ヲ貪

ル．切手ドモ肉ヲニ，三斤ホドヅヽ切テ投与

フレハ争ッテコレヲ呑ム．大魚ノ側ナルユヘ
アヒル

驚ホトニ見ナシタレトモ，翅ヲ張レハ六尺ニ

及フト云ヘリ．農物ニツレテ集ル鳥ナレバト
吉瑞卜心得テ （ママ）

テ，漁人敢テコレヲ手ザヽズ．甚夕馴テ股ヲ
リ肉 ネラフ

モクゞルホトヲ羨事ナリ．鳶モ多ク躾レトモ
~------～---． 

左ハ近カズ，故二肉ヲ得ル事ナシ．

0耳二耳石トテ拳ニッホドノー塊アリ．甚重

シ，猪ノ牙ノ質二似テ即チ石ナリ

(6) 納屋

侃川は 18日， 19日いずれも捕鯨の状況を見

学した後，納屋を見てこれを記録しており，諸

種の絵巻物と多少異なり，見学時点の明確な記

録であるため，貴重である。 18日は次の通りで

あった。
ナヤ イ‘)エ

主人相率ヒテ納屋ヲ見巡ル．納屋ハ湾ノ東岸

ニアリ． 几七，八間， 二百間ホトモアルベ
アヒアヒ

シ．間々二庫蔵及居室・番宅等アリ．余ハミ

ナ仮屋ナリ

其ー大納屋油ヲ煎スル所ナリ．二十ノ竃ニ

平釜アリ．其上二木ヲ剖リテ樋トナシ，釜

ノ油ヲ直二料アゲテ外二廻シ，油庫へ流シ

ャル便利ヲナセリ．一鼈ニー日二千斤ノ薪

ヲ焼キ，廿鼈一万斤ノ積ナリ．入ロヨリ壁

ニソフテ高床席敷アリ．諸小吏出番ニテ事
ミカ

ヲ監ヽンム．会計出納ノ事ヲ掌ル．諸納屋皆

同シ．炊キモ銘ヒニ部ヲ分テリ
アバラ

其ニ二脇腹納屋 百尋腸ノ類ヲ収ム
カバチ

其三二顧納屋魚ノ頭一切ヲ収ム．所謂鯨ノ

ヒゲナトヲ司Jレ． ヒケト云ハ脚中ノ歯ナ

リ．鯨ニハ歯牙ナシ．長サー丈余ノヒゲ躾

第 46巻第1• 2号

アヲリ

リ立テリ．此ニテ扇コムナルヘシ．即チ衆

魚ノ水呑ニアル傲ノ如シ．鯨ニハ水呑モナ

シ．

其四ニハ筋納屋 スチヲ製シテ棉弓弦トナ
カタタテル

ス．銘ミ切盤ヤウノ仄豪ヲ両班ニツラネタ
スキトヲ

リ．製晒シタルハ螢徹リテ恰モ飴ナト曳夕

ルカ如シ

其五ニハ骨納屋 骨ヲ鋸キリ削リ春キテ油ヲ
クズアマキヒ コヤシ

煎取ル所ナリ．煎タル骨削ハ甘庶ノ糞トナ

Jレ
モ ‘l

其六ニハ道具納屋 毛利・ヨロヅ・網等ノ器

械ヲ収ム．常二鍛冶ヲスヱタリ

ここに道具を図示して次の如く説明を加えてい

る。

ョロツ 匁三尺余，重サ六貫目
カシ

柄ハ樟ノ荒木剛ラサルマヽ長サー
石突二

丈ホド，下二手綱アリ
---- ＿ 

ふ利 制作ハヨロツニ同シ．夕ゞ小クシ
ハヤトモ云

テ軽シ．追カケテ遠ク榔ツノ具ナ

リ

剣 匁幅四寸柄トモニ長サ几四尺余
ッカラ

柄一丈手ニモチテ突アバキテ魚ヲ
——_- --

殺スノ具ナリ．甚重シ

包丁 魚ノ背二乗テ大サバキヲスルノ具

小切

手形 小サバキノ具〇魚ヲ切ル人二大
コ

切，小切ノ別アリ
キ‘1ツキ

〇凡裁刺ノ具，皆生鉄ナリ．鍛ヒテ

壇）ニシテ切レカタシ．又ヨロッ
マゲ

ナトハ挽曲テヲレズ．肉ヲ巻クノ

利アリ

網（図示ナシ）悶贔ノ太サ舵ノッ贔二陪ス， 目ノ大

サ凡ー間方，流レ沈ミ共十八尋

舟織
ノホ‘)

表懺
カト

大納屋ノ門二二本建ツ

- 50 -



近世後期肥前小川島捕鯨業の一断面

D: ,i it ；； 厄,- 会1夕争’lt g 
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侃川は翌 19日にも再び納屋を見学した。

0再タビ守礼ノ導キヲ得テ納屋ヲ見巡ルニ，

各監察一人ツヽ出座シテ掛シラヘ，売ワタシ

等ノ事ヲ点検ス．売ワタシハ百斤已上，小売

ハカナワズ．サマミミ手数ムッカシキ故ナリ
附ゾヒ

〇庄島モ大納屋二在シガ，共二送リテ骨納屋

｀ ミナミナ

ニ至）レ．婦女子数十人アリ．各休ミノ間トミ

ヘテ骨二付タル肉ヲ削リ食フモアリ． I醤モア
カラウス

リ． 抱子這子トモ入乱レテアリ． 碓三ッ有

テ，コレニモ女数多ヨリ集リ囃ヲ歌ヒテ踏ハ

タ）レ． 是ハ油ヲ剪カシタル骨ヲ粉二砕クナ
アマキビコヤシ

リ．砕キタルハ甘庶ノ糞トナシテ諸方二売運

フ事ナリ．サテ庄島促シテ多クノ女二骨ヲ削
＊ウテウ

ラシム．婦女老若数十人奈刀ノヤウナル庖刀ヲ

執リ，壁二向テ並居，歌ヲ唄ヒ拍子ニツレテ

一度二打ケヅル．サテー人ノ老爺大鼓ヲ打テ
クヘズ 双方

並居ル後ロヲ往来ス．コレ音度ナリ両端二見力
會

ジメノ者アリ．高ク座ヲ設テソノ精不精ヲ考

ヘテ傭ヒ賃ノ増減ニテ褒貶勧懲ヲナス．是ヲ
幼ナ --~ 

別当卜呼テ， 暗ク子モ暗ヲヤム）レホドニ畏
/̀へ‘/^、ヘ

ルヽ事ナリ．大衆ヲ御スルニ，カクソレミミ
テヅマリ ヨ／ツネ

ノ統紀アッテ多:益弁スルノ姿アル事尋常人
ナセ

ノ謀為シモノニアラズト見ヘタリ．世間ノ官

務分職ノ事ナド是二比スレハ却テ恥ッベキ事

多シ

以上の納屋の見学の中で大納屋・筋納屋・骨
あばら

納屋・道具納屋等は普通に見られるが，脇腹納
か1まち

屋・顧納屋はいずれも小納屋と云われたもので

あろう。ここでは骨納屋の状況が作業，休憩と

もにみごとに描かれているのである。

(7) その他

侃川らは 18日に中尾家より招かれて鯨料理

を賞美した。 「是日中尾氏宴ヲ設テ鯨肉ノ鮮ナ

ルヲ料理ス． ソノ色， 味ヒ恰モ鳥獣ノ肉ノ如
ナマ

シ．麗ニテモ食フベシ．甚夕癌美ナリ．」 と録

し，続けて「歓酔ノアマリ」と書きながら，何

故か抹消して切れている。また，この席におい

てか，或は他の機会であろうか，種々聞取り，

書き留めているので，ここに別挙しよう。
アブラ

〇肉ハザトウ哀モ好シ．膏肉中二遍ク含メル

故二，煎シ取トコロハ少ナシ．油多キハ勢美

トス．価ヲ得ル事油ニアリ． ョッテ納屋ハ勢

美ヲ第一トス．得テ兼ベカラサレハ他ヲ捨テ

セビヲ捕ル事ナリ

0ー魚ノ価銀凡十七，八貫目二及フ，此島ノ
クミ

漁社ハ凡六百人ヲ養フ．霜月ヨリ翌三月コロ
ホン得

ニ至ル．大抵二十五頭ヲ捕フレハ諸費用二充
―→ - _ -＿ - ＿ _ 

ヘシ 或年ハ

ツ）レ．ソノ余分ヲ以テ利潤トス．凡五十ホト

ウンジャウ

モ捕レル事アリ．税銀ハ百二十貫也
七井家分
限録如此

今ノ定額
ハ未審
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IV あとがき

侃川らは正月19日午後見学を終えて小川島よ

り加部島へ渡った。次のように述べている。

〇此日未ノ刻バカリニ帰リヲ促ス．守礼命シ
ヨソハ

テ船ヲ艤シメ其身モ送リ来レリ．四人飼子二

テ舟飛ガゴトクナリ．風逆ヒ浪モ高カリケレ
アヤト‘)

トモ， ヨク舟ヲ操テ恰モ平地二坐スルニ似テ

愉快ナリシガ，暫時二田島ノ浦浜二着ス．コ

ヽヲ壁島卜呼フハ豊太閤二始｝レ．今ハ加部ノ

二字ヲ用ユ，田島ハ古名ナリ……

この後，加部島・名護屋に遊び唐津・馬場を経

て多久へ帰った。余談であるが名護屋において

ヤガテ名古屋二至｝レ．浦家二百余ナルベシ．
アマイヘ

蛋戸多シ．呼子ニモ蛋アリ．コレハ突貝トテ

27) 『颯川詩紗』巻之二（草場牌棟芳稿，男廉夫立

大，襲生仙客仝校）所収。

第 46巻第 1• 2号

舟ヨリ突起シテ取Jレ．此浦ハ潜テ取レリ．家

ナクシテ舟住居ノ蛋アリ．子ヲ産ムニモ所ヲ

カヘズトソ．亦一種ノ生涯ナリ

と名護屋浦分•海士分について記述し，とくに

家船的な舟住居の蛋と蜃戸（海士分の家と思わ

れる）を録し，海士の定着過程を考えさせる記

録を残しているのは貴重であろう。

偏川にとって此の捕鯨見学は印象深いもので

あったのであろう。「観捕鯨行27)」（捕鯨を観る

の行）という長篇の詩を賦している。

後記

小稿を草するにあたり，京都府向日市草場典夫氏，

愛知県西尾市立図書館には所蔵文書の閲覧，複写を許

され，また佐賀県多久市立図書館司書細川章氏には種

々御教示を得た。厚く感謝の意を表するものである。
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